

[bookmark: _GoBack]今回の事務研究大会では、今後の事務としての在り方を考えさせられました。
共同学校事務室の発足や事務職員としての校務の遂行、効率化、学校運営に携わるためのマネジメント力の養成など、今まで自分が考えていた「事務作業をこなす職員」という役割から「事務校務をつかさどる職員」という、より学校経営に積極的な姿を求められてきているということがわかりました。
　一学校職員として、今後ますます事務員の在り方は重要になってくるのだろうと感じることのできる研修でした。
